



























Synthetic Fiber and its Technology Transfer to China



















































































㓑㓟 ࣓ࢱࣀ࣮ࣝ ⱔᛶࢯ࣮ࢲЎ Ў Ў࢔ࢭࢳࣞࣥЍྜᡂЍ㓑㓟ࣅࢽࣝЍ㔜ྜЍ࣏ࣜ㓑㓟ࣅࢽࣝЍ㮯໬Ѝศ㞳Ѝ࣏ࣂ࣮ࣝ
B　ビニロン
　






























































































































































































































































・工程：　石灰石 カーバイド アセチレン 酢酸ビニル ポバール ビニロン パーロック紡績→ → → → → →


























































































・工程：製油所 灯軽油分解 エチレン 酢酸ビニル ポバール ビニロン→ → → → →
　　　　三菱油化/三菱重工  クラレ  中国側の自前技術
・生産能力：酢酸ビニル=年産66,000トン、ポバール=年産33,000トン　
・契約金額：52,747,308元（邦貨：約77億円）。－前回の英ポンド払が今回から元での契約になった-





































・工程： 天然ガス アセチレン アセトアルデヒド 酢酸ビニル ポバール ビニロン→ → → → →
　　　　　　仏・Speichim  クラレ  中国側の自前技術
・生産能力：ポバール年産45,000トン。　・契約金額：38,890,000元（邦貨換算56億円）。








































会　  社　  名 繊維種類 生産開始 備　　　　  考
Aloud Rayon Co. レーヨン 958 国営。英ドプソン・アンド・バロウ社機械。
Antung Chemical Fiber Plant（安東） レーヨン・スフ 957 国営。
Kiangsi Cellulose Fiber Plant レーヨン 959 国営。
Paoting Cellulose Fiber Plant（保定） 強力レーヨン 959 国営。東独の技術援助。
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